
●参院選ステッカー「ちょっと政治を変えてみよ。」
　この写真は，東京都練馬
区で参院選の投票者に配ら
れた「選挙ステッカー」で
ある。「民衆を自由に導く
女子高生」と題した作品は，
ドラクロワの七月革命の絵
画をモチーフに高校生がデ
ザインしたものだ。
　2022年の参院選で東京学芸大学附属国際中等教育
学校（以下，国際中等と略す）と東京都立井草高等学
校（以下，井草と略す）は，練馬区選挙管理委員会と
協力してインスタグラムで「ちょっと政治を変えて
みよ。」と題した選挙キャンペーンを行った。本稿
では次の 3点から紹介したい。
　 1．Instagram（以下，「インスタ」と略す）を活
用した主権者教育。 2．身近な人へのインタビュー
などパフォーマンス課題。 3．家族や友達と選挙に
ついて話をすること。

●インスタを活用した主権者教育
　2015年に選挙権年齢が18歳に引き下げられて以降，
若者に政治との関わりを教える主権者教育が広がっ
た。しかし，2019年の参院選で20代の投票率は
30.96％に低下し，強い危機感を覚えた。そんな時
に若者世代に人気のクリエイターの kemioさんの
エッセイを読んだ。「大人たちに‘選挙行け’って言
われても，どうしたらいいかわからない。投票所に
インスタ映えする写真を撮る場所があれば，若者は

もっと投票に行くのではないか」と提起していた。
　高校生の SNSの利用率は年々増加している。高
校生全体のインスタのアカウント保有率は78％
（LINEリサーチ 2020年11月調査）。しかも，高校
生全体の 5割弱が複数のアカウントを所持している。
生徒たちにとって身近なインスタを用いて，選挙を
フォトジェニックに表現させ，情報発信させたいと
思った。この課題に生徒からこんな感想があった。

　私は毎日のようにインスタを使っています。幅広い
世代が利用しているインスタを用いての選挙啓発は，
とても効果的だと思いました。個人的にはインスタは
勉強時間を減らすような存在と思うことがありました。
だけど，この課題ならばインスタを通して，より多く
の人に政治に興味を持ってもらうことができます。本
当にうれしいことだと思いました。

　インスタを用いて，多くの学校や生徒が参加しや
すい取り組みを考えた末に「選挙ステッカー」の募
集に至った。そこで，次のように呼びかけた。

インスタグラムを活用した主権者教育
―選挙ステッカーでちょっと政治を変えてみよ。―

東京学芸大学附属国際中等教育学校教諭　楊田　龍明
東京都立井草高等学校教諭　杉浦　光紀

ちょっと政治を変えてみよ。　応募要項（抜粋）
　2022年 7月の参院選において配布する選挙ステッカ
ーデザインを募集しています。応募方法は，Instagram
で「NERIMA VOTERS」をフォローしてください。
ご自身のインスタに作品を #選挙ステッカー，
#NERIMAVOTERSの 2つのハッシュタグを付けて投
稿してください。……審査は練馬区選挙管理委員会が，
NERIMA VOTERSと協力して行います。作品への「い
いね！」の多さなどを参考に選考します。……選挙ス
テッカーは 7月参院選において，練馬区内の期日前投
票所などで配布予定です。
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　選挙ステッカーとは，投票記念に投票所で配布さ
れるステッカーである。フォトジェニックでインス
タとの親和性が高い点，スマートフォンのケースに
ステッカーを挟む若者が多くいる点にも着目した。
　生徒の提案が社会で実現されることを可能な限り
保証し，政治的有効性感覚を感じ取れる参加型学習
である。練馬区選挙管理委員会を通して区内14の高
等学校の「公共」担当者宛に封書でお願いを送付し，
生徒への呼びかけを依頼した。練馬区内にどうして
も取り組みを広げたいと考え，井草の杉浦光紀教諭
に連絡を取り，この実践を協働して進めることにな
った。国際中等と井草では授業で積極的に呼びかけ
た。 4月初旬からの呼びかけに約120作品の投稿が
あった。両校の生徒の作品が大部分だったが，それ
以外の作品もあった。多くの生徒達が Canvaとい
うアプリを用いて作品を制作した。インスタで
「#nerimavoters」で検索すると，様々な作品を見る
ことができる。
　高校生は学校の友達だけでなく音楽，アニメ，ゲ
ームなどの話題を通じて多様なネットワークを築い
ている。インスタで「選挙ステッカー」が発信され
ることで選挙への関心を広げることができると考え
た。冒頭の「民衆を自由に導く女子高生」と題した
作品に加えて，絵本「スイミー」から着想を得た「BE 
THE EYE」（共に国際中等生作）と，投票を花に不
可欠な水やりになぞらえた「たった 1票が希望の花
を咲かせる」（井草生作）の 3作品がステッカーに選
ばれた。

　これらの選挙ステッカーは練馬区内の期日前投票
所で 2万 4千枚配布され，手にした人がインスタや
Twitterで投稿してくれた。この選挙キャンペーン
は，読売新聞（東京版），日本テレビ「news zero」，
NHK「 1ミリ革命」で取り上げられた。
　インスタ「NERIMA VOTERS」のアカウントは
教師と有志の生徒で運営した。応募作品をストーリ
ーズの機能で投稿したり，インスタグラマーに宣伝
を依頼するダイレクトメッセージを送ったりするな
どした。例えば，小泉今日子さんや鈴木福さんなど
の著名人が参加した「VOICE PROJECT  投票は

あなたの声」のインスタでも NERIMA VOTERS
は紹介された。

●身近な人へのインタビューなどパフォーマンス課題
　選挙ステッカーのデザインだけを行ったわけでは
ない。次の 4点のパフォーマンス課題を行った。①
身近な人に選挙についてインタビューをしよう。②
投票を呼びかける写真を探そう。③「選挙ステッカ
ー」を作成してみよう。④プライバシーや公職選挙
法などをリフレクションしよう。
　例えば①では，「自分が投票しなくとも政治に影
響はないと思うから選挙には行かない人をどう思い
ますか？」などの質問を聞き取り調査させた。国際
中等生 2人のレポートを紹介したい。

生徒Aのレポート
　これを父に聞いた。若者は今の社会に不満がなく，
変えたいという意思がないことが，このような意見が
出てくる背景にあるのではないかと父は述べた。また，
父も若い頃，結婚するまではほとんど選挙に行ったこ
とがなく，子育てや大人になってから知った社会問題
の影響で選挙に行くようになったらしい。もしかした
ら，若者の低い投票率は時代はあまり関係ないのかも
しれないと思った。

生徒Bのレポート
　母の回答で一番印象的だったのは，「投票しないと
いう選択肢もある」ということだった。母の投票先の
選び方は政党を確認してから，政策が自分にあってい
るところに投票するというものだ。政党の中で，自分
に合っている政策がなければ「投票しない」と言って
いた。意思表示しないのも一つの選択肢であることに
気がついた。そう考えると，全く共感できない政策ば
かりで，いやいや投票する必要はない。これは興味が
ないから投票に行かないのとは違うと言っていた。

　生徒 Aと Bのレポートを紹介した上で，国際中
等では，話し合い活動を行った。2022年参院選の投
票率は52.05％。半分の大人が投票に行っていない。
投票に行かない理由を大人と率直に話し合う中で，
生徒も大人も学べることがあるのではないだろうか。
　インタビューではプライバシー保護など様々な配
慮を忘れてはならない。「個人の信条やプライバシ
ーへの配慮は，相手の方にもあなたにも必要です。
くれぐれも無理な聞き取りはしないでください。ま
た聞き取った内容を全て記述せず，有用だと思った
内容を抽出してレポートしてください」と呼びかけた。
　また②では，Googleやインスタの画像検索で選
挙に関する画像を探させた。その作品が「選挙ステ
ッカー」を考案する際にどのような点で役に立った
のかを説明させた。
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　そして，③で選挙ステッカーの考案を課題として
行った。しかしその作品をインスタで応募するか否
かは生徒の任意である。それぞれの個人アカウント
で作品投稿を促したいが，SNSでのプライバシー
管理に踏み込むことはできない。多くの生徒達はイ
ンスタを鍵付き（非公開設定）で行っている。またイ
ンスタを使用していない生徒もいる。そうした生徒
への配慮が必要となる。例えば応募のためだけのア
カウント作成や，友達と協働で取り組ませるといっ
た工夫を示した。またデザインが得意でない生徒へ
の配慮として「文句があるなら選挙に行こうぜ」な
どキャッチコピーや檄文など言葉だけでの投稿も推
奨した。評価は，③の選挙ステッカーの最終成果物
だけでなく，① ② ④の各プロセスで行った。
　最後に次の事項を示して④の振り返りを行った。

1．聞き取りに際してプライバシーや政治信条に対す
る配慮を行いましたか？

2．未成年者の選挙活動は公職選挙法で禁じられてい
ます。あなた自身が政治的立場を持つことは自由で
す。この学習は，参政権を持つ主権者としてのあり
方を考えることが目的です。特定の政治家，政党な
どを取り上げるものではありません。政治的メッセ
ージを伝えるものではありません。以上の点を，よ
く理解して学習活動に参加しましたか？

3．インスタなど SNSでは肖像権や著作権を侵害す
る例が多々見られます。さらに政治的メッセージの
やりとりで炎上する場面もあります。このような場
面が起こらないように，注意を払って，「選挙ステ
ッカー」を作成しましたか？

　教育基本法は特定の政党を支持・反対する政治教
育を禁じており，生徒の一部が選挙権を持つ高校は
政治的中立性の確保が求められる。政治的中立性を
めぐる問題で萎縮しないためにも，意図や狙いを文
章化して生徒に示し，説明できるようにしておくこ
とが大切だと考えている。
　このようなパフォーマンス課題の取り組みによっ
て高めた関心をテコにして，授業では選挙制度や公
職選挙法について学習をした。井草では，参院選と
連動した模擬投票を選挙管理委員会と協力して実施
した。放課後の自由投票方式をとっているが，ステ
ッカーづくりの課題に取り組んだ高校 2年生の生徒
の投票率は，過去の実施時と比べても高かった。

●両校の比較
　日本の投票率は低い。ある調査によれば，世界の
194か国・地域の中で139位である。この原因の一つ
に「政治について身近な人と話す機会」が足りてい
ないことがある。この学習に取り組む前と後でフォ

ームによって生徒たちに調査を行った。

■あなたは選挙について「家族」と話をすることはありますか？

（％） よく話す 時々話す 話すことは
ほとんどない

話したこ
とはない

国際
中等

学習前 10 55 29 6

学習後 50 44 5 1

井草
学習前 4 41 45 10

学習後 12 51 22 14

　国際中等では，一連の学習を踏まえて，選挙につ
いて「家族」と「よく話す」「時々話す」と答えた
生徒が65％から94％へと増えている。「身近な大人
へのインタビュー」を課題にしたので当たり前の結
果かもしれない。一方で井草では，課題の実施に当
たって，インタビュー調査を重視してはいなかった。
それでも，ステッカーづくりや模擬投票が，生徒と
保護者との政治に関する会話が増える機会を創り出
していたことがわかる。
　驚くのは次の結果である。国際中等では，選挙に
ついて「友達」と「よく話す」「時々話す」と答え
た生徒は31％だったのが，94％に急増している。

■あなたは選挙について「友達」と話をすることはありますか？

（％） よく話す 時々話す 話すことは
ほとんどない

話したこ
とはない

国際
中等

学習前 5 26 49 21

学習後 35 59 6 0

井草
学習前 0.4 9.5 52 38.1

学習後 7 38 36 19

　国際中等の結果は，必ずしも選挙ステッカーによ
る効果だけではないと考えている。なかなか盛り上
がらない参院選への関心をなんとかしたいと「東京
選挙区の当選者を予想しちゃいなよ！」と題する課
題を出した。 3人 1組のチームで得票数の 1位と 6
位，次点が誰なのかを分析・予想させるもので，三
つを的中させれば成績がアップするゲーミフィケー
ションを取り入れた課題である。予想の根拠を調べ
させ，また友達とどんな議論があったのか？ をレ
ポートさせた。レポート評価を基本としつつ，予想的
中ならば，さらに加点される仕組みとした。これが
生徒達を燃え上がらせた。生徒の感想を紹介したい。

　今まで選挙に誰が当選しようがしまいが何も気に留
めなかったが，今回の課題を通してゲーム感覚で選挙
を見て，自分の応援する人に本気で当選してほしいと
思ったり，親と選挙に関して話すことが多くなった。
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立候補者の Twitterを見たりプロフィールを調べたり
とすっかり詳しくなってしまった。間違いなく選挙に
関する意識が変わったと思う。

　選挙についてみんなで考え，課題の提出日が近くな
ると学年全体が誰を選んだか，「えー次点は A候補だ
よー」「B候補でしょー」そんな声が沢山あがってま
した。みんな，こんなにも政治に熱くなれるってこと
がすごくて，結果が出たあともインスタで「Aと B逆
だったらいけたのに！」などストーリーがたくさん上
がっており，とても面白かったです！

　投票日直前には，東京選挙区で模擬投票も行った。
なお，高校 1年生81人中18名の生徒が予想を的中さ
せた。選挙を通したこれら一連の取り組みにより，
身近な人と選挙を語るようになったと考えている。
　当選者予想の取り組みについて，選挙実務に関わ
る方は次のように述べた。
　「情勢予測自体はテレビ局や新聞社もしている。
選挙権がある高 3生の投票行動に干渉しなければ，
特段問題はない。ただ，あくまで予想を主とするな
ら，特定の政党や候補者に注目しすぎて，その宣伝
や応援にならないよう，気を配ってあげる必要はあ
るかもしれない。（例えば，自分の考えと一致する候
補が当選するとは限らない。生徒個人としては気に
入らない候補であっても，社会では支持されている
かもしれないことを示すなど）。本気で的中させよう
と思えば，結果的に中立性が保たれるように思う」。
　政治的中立性ゆえに，政治を授業で取り扱わない
ことにはならない。様々な配慮をしながら政治的教
養の教育を推進することが強く求められている。イ
ンスタを用いた主権者教育と共に，選挙情勢分析の
取り組みを深化させていきたいと考えている。
　井草では，当選者予想の取り組みは行わなかった。
しかし，ステッカー作成をきっかけに，新聞や選挙
公報を用いて投票先を考える学習を行った。はじめ
は，選挙について「友達」と「よく話す」「時々話す」
と答えた生徒が 1割しかいないという状況が，45％
まで改善している。事後アンケートにステッカー作
成を印象深く記述した生徒もいる。

　自分のステッカーを色々な人に評価して貰えて，ス
テッカーを作成し投票を促す力が私にも少しはあった
のかなーと思いました。

　選挙について身近に考えたことがなかったけど，今
回ステッカーづくりをしている過程でたくさん選挙に
ついて調べていたため，来年，自分が投票する権利を
持つのだという自覚がもてた。

　（中学での学習より）自分達も何かしたという点で今
回の学習の方がこれからの選挙に対する関心が高まっ

たと思う。また，私たちの活動が少しでも未来に貢献
できたらなと思った。

　インスタを活用して「発信」（社会とのかかわり）
をしたからこそ，「自分たちも（社会のために）何か
した」という，普段の授業では得難い経験が生まれ
ていたといえる。

●選挙管理委員会と連携し，情報発信する主権者教育
　社会的有用感を育む主権者教育が求められている。
OECDでは，エージェンシー教育という「変化を
起こすために目標を設定し，責任をもって行動する
力」の育成が注目されている。大人へのインタビュ
ーやインスタでの投稿といった他者とのかかわり，
他者へ情報を発信する実践の中で，この資質・能力
が育まれると考えている。「自分が投票しなくとも
政治に影響はない」。そんな無力感が，若者の低い
投票率の原因と言われる。自分が発信した情報に
「いいね！」と反応があること，形になることが無
関心を打ち破るきっかけになるのではないだろうか。
　主権者教育の充実には，学校と地域社会の強固な
連携が不可欠である。練馬区選挙管理委員会は，高
校生の視点からの選挙キャンペーンに耳を傾け，そ
の実現に尽力してくれた。2021年の衆院選では「セ
ンキョ」の文字が浮かび上がるラテアートを生徒が
考案し，区内投票所近くのカフェにお願いして投票
後に「選挙割」で販売する取り組みを行った。主権
者教育を「社会に開かれた教育課程」の柱となる教
育活動と捉えることも可能である。選挙管理委員会
は，模擬投票での投票箱の貸し出しだけでなく，学
生の選挙啓発活動への協力を様々に行っている。例
えば兵庫県選挙管理委員会は，しおり型投票済証の
作成などを大学生らと連携して行った。全国の高校
でも選挙管理委員会と連携し，高校生の選挙キャン
ペーンを広げてほしい。2023年春の統一地方選は好
機となるだろう。
　また本稿のように，複数の高校が同様の課題に取
り組み，他校と競い合い，協力し，作品に表現され
た意見に学び合うのも，今後求められる主権者教育
のあり方である。高校生の社会参画や政治学習への
風通しを，教師の連帯がよくするといえる本事例が，
全国各地での学校を越えた生徒の学びの参考になる
とありがたい。

【参考】
高校探究プロジェクト「授業研究のためのツールキ
ット  パフォーマンス課題の作成と評価のあり方」
https ://www.youtube.com/watch?v=5QZd4lVAllI

4  （No.78） 授業のIdea

（数研）アゴラ No78　再校


